
近年、医薬品製造などの分野において、細胞を大量培養することが求め
られている。培養の際、細胞を安定的に増殖させるためには、培養液中に
蓄積する乳酸(細胞に悪影響を与える細胞老廃物)を除去する必要があ
る。今までは、透析の原理を利用して培養液から乳酸を除去していた。しか
し、乳酸を充分に除去するために、成分調整液槽の容積を細胞培養槽の
容積の10倍以上に設定していたため、必要な液量が莫大でコストがかか
るという課題があった。
本発明によって、乳酸の除去効率を高めつつ、乳酸や乳酸除去処理

が細胞や微生物の増殖に与える悪影響を低減する、新しい乳酸除去技
術を提供することが可能になった。本発明の態様は乳酸吸着剤であり、複
数の金属水酸化物層の層間に保持される陰イオンおよび水分子とを有す
る層状複水酸化物を含むことを特徴とする。また、本発明が乳酸を含有す
る溶液に接触すると、溶液中の乳酸を吸着する。これにより乳酸の除去効
率を高めることができる。

想定される用途

 細胞等の大量培養における培養液再生技術への応用
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高い乳酸吸着率を示しつつ、グルコースをほとんど吸着せず、細
胞に対して毒性をほとんど示さないことが確認された
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